
 

 

 

 

借金から子の人生と親の財産を守る 

 銀行⇒いくらでもお貸ししますよ。建築会社⇒賃貸マンションを建て

ましょう、相続対策になりますよ。税理士⇒相続税が減りますよ。  

バブル期の相続対策と言えば相続税を減らす節税対策一色でした。そ

して、銀行、建築会社、税理士、この人達の独壇場でした。  

節税目的の安易な借金は禁物です。借金や連帯保証人の地位は法定相

続分で相続します。借金の遺産分割は相続人の間では有効ですが、債権

者に対抗できません。特定の相続人が借金を引き受ける免責的債務引受

を銀行が承諾すれば、他の相続人は借金から離脱することができます。  

承諾が得られなければ各相続人が法定相続分で相続します。借金付き

マンションを相続した長男が返済に行き詰まりました。銀行は他の相続

人全員に法定相続分で返済を求めてきます。  

相続対策として巨額の借り入れをし、駅徒歩２０分のところへ２棟の

賃貸マンションを建ててしまった父親が亡くなりました。  

節税目的の甘い事業計画です。毎月の返済と税金でお金は貯まりませ

ん。大規模修繕の時期がくればまた借金です。立地が悪く、空室増加、

賃料下落、返済できずに将来破綻する可能性があります。  

子は父親の相続を放棄し、連帯保証人の母親（放棄しても保証人の地

位は残る）が相続することをアドバイスしました。子は母親の 2 次相続

で状況を見極め相続か放棄か再度選べます。もし債務超過なら母親の相

続を放棄し、親の借金から子の人生を守ることができます。  
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都市銀行が消費者ローンに参入しています。消費者金融が保証してい

るなど知るよしもありません。もし返済できなくなったら、保証人とし

て銀行に弁済した消費者金融のプロが求償してきます。  

 ある高齢の母親から相談を受けました。息子（５０代）が多重債務に

陥り、消費者金融（街金）の対応や息子へのお金の工面で疲れてしまっ

ています。息子と面談しましたが働く意欲が全くありません。  

 両親は複数の不動産を所有しています。街金は高齢の両親の相続を待

っています。そして息子の相続分を差し押さえるつもりです。  

子の借金から親の財産を守る必要があります。公正証書遺言を作成し

親の財産は他の相続人に指定し、相続での差し押さえを防ぎました。  

 母親と２つの約束をしました。①親は保証人になっていないので絶対

に街金に返済しないこと。②息子にはお金を渡さないこと。  

とりあえずひと安心と思ったら予期せぬことが起こってしまいました。

高齢の両親より息子が先に亡くなってしまったのです。  

 息子は独身です。相続人は両親となります。息子の借金は親が相続し

ます。街金は相続放棄ができる３ケ月以内は請求してきません。  

司法書士を介し家庭裁判所に相続放棄を申し述べ受理されました。相

続放棄受理証明書は債権者に対し黄門様の印籠となります。   

 親の放棄が確定すると最初から相続人でなくなります。今度は兄弟姉

妹が相続することになります。兄弟姉妹全てを相続放棄させ、子の借金

から親の財産を守ることができました。  

 借金や連帯保証人の地位も相続財産です。相続人は法定相続分で相続

します。状況によっては借金の相続対策も必要です。  


